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研究紹介： 我々は一分子蛍光共鳴移動(FRET)効率測定によって生体分子の構造変化

を 10マイクロ秒の分解能で追跡する手法を開発した(図(a),(c))。しかし、目的分

子の蛍光は夾雑分子の背景蛍光に埋もれるため、現状では分子夾雑環境下にある生

体分子の検出に使えない。本研究では、高背景光下で一分子の構造変化を高時間分

解能で追跡するために一分子 FRET測定装置を再設計する。細胞内のタンパク質の構

造は、夾雑分子との相

互作用により、精製環

境中よりも不安定にな

る場合があることが知

られている。そこで開

発した装置を用いて、

細胞抽出液などの夾雑

環境下でタンパク質一

分子の構造ゆらぎ追跡

を試みる(図(b))。 
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図(a) ライン共焦点一分子 FRET測定装置, (b) 分子夾

雑環境で一分子 FRET測定を行う。(c) タンパク質のマイ

クロ秒分解一分子 FRET効率時系列の例 


